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ln 2006 we introduced a new piano curiculum at Konan Woman's Un市 ersity Department of

Childhood Development and Education.  The purpose of this progranl is to enlighten soon to be nursery

and elementary school teachers with a greater appreciation of music, pia,o skills and teaching methods.

We ailn to prepare sttdents tO practice nursing and teaching and to also pass the cmployment testso  We

recently conducted sulveys to measure the effectiveness of the program over the past 2 years.  Our sur―

veys will help us bettcr reflne our curiculum. In this paper we discuss the flndings of our suⅣ eys.

1。 研究 の 目的

大学等における保育士,幼稚園 0小学校教諭養成課

程では,授業時数は機関により異なるが, ピアノ演奏

に関する授業が概ね必修となっている。ピアノ演奏の

習熟のためには長期の継続的な学習が必要であるため,

入学時に初心者である場合などは特に,在学中の短期

間にピアノ演奏をマスターすることが困難な場合が少

なくない。こうした現状の中で,各養成機関ではさま

ざまな取り組みが行われている (梁島他1989,1993,

1996,2001,若菜他2006,上谷・津山2007,小倉2007,

小西・清2007,星野2007)。

甲南女子大学総合子ども学科 (以下本学科)では,

ピアノ演奏に関して,必修授業である「器楽・声楽 I,

Ⅱ」の 1年間と選択授業である「器楽・声楽Ⅲ」の半

年間を設定している。本稿では,「器楽・声楽 I, Ⅱ」

の2006年度と2007年度のピアノ指導を振り返り,学生

の実態と教育現場の実情に沿った今後の指導のあり方

を考察する。

本学科における「器楽・声楽 I, Ⅱ」終了後の 2年

生の夏には保育実習,「器楽・声楽Ⅲ」終了後の 3年

生の夏には幼稚園実習があり,学生は在学中に実践経

験を持ち,そ れまでの学習の成果を試される。「器楽・

声楽」の授業では,ま ず実習で求められる (保育・教

育現場で通用する)演奏力をつけるべく指導を行い,

そしてさらに採用試験用の曲を加え, 1年間で最低30

～50曲 (内容は後述する)を課して,具体的な指針を

示している。

一般のピアノ教室では,通常 1回30分以上の個人レッ

スンを年間44回前後行っているが,大学等の保育士・

教員養成課程においては, 1回 10分程度の個人レッス

ンが年間30回 しかないところがほとんどである。ピア

ノの入門書であり現在も採用試験の課題として多くあ

げられているバイエル教則本 (以下バイエル)は,音

楽的素質に恵まれていないと,習得に 6年余の時間が

かかることもあるが,本学科のピアノ初心者の学生た

ちはそれを 1年でマスターしなければならず, しかも
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表 1 器楽・声楽の授業と実習の位置

バイエル終了程度の力では,保育 0教育現場が求める

弾き歌い (注 1)や リズム曲 (注 2)の演奏などのレ

ベルにとても応えることができない。また経験豊かな

学生にとってもハー ドルの高い応用力が求められてい

る。こうした現状に加え,後述するが,学生のピアノ

経験の程度はさまざまで,経験の浅い学生も少なくな

いため,個 々の学生に適応する指導計画を立てること

は非常に難しい。

ピアノ初心者の学生たちが採用試験に合格し, しか

も即戦力となるための弾き歌いやリズム曲の演奏など

の実力を在学中の短期間で習得させるためにはどうす

ればよいか。より効率の良い,そ して効果的な授業を

展開するために, これまでの授業内容と学生への質問

紙調査の結果を分析し,今後のピアノ指導の可能性を

探る。

2。 カ リキ ュラムー音楽関係授業の設定

本学科では,音楽に関する科目として「音楽の基礎

I(選択 )」 「音楽の基礎Ⅱ (選択 )」「器楽・声楽 I

(必修 )」「器楽・声楽Ⅱ (必修 )」 「保育内容の研究

(音楽表現)(必修)」「器楽・声楽Ⅲ (選択)」「初等教

科教育法 (音楽)(必修)」 が,そ れぞれ保育士資格 ,

および幼稚園教諭 1種,小学校教諭 1種免許取得のた

めのそれぞれ必修または選択科日として設定されてい

る。

「音楽の基礎 I」「音楽の基礎Ⅱ」は他学科の履修

も認められており,「音楽の基礎 I」 では音楽理論 ,

「音楽の基礎Ⅱ」では合唱を中心に非常勤講師 1名 に

よる指導が行われている。

本論文で取り上げる「器楽 0声楽 I」「器楽・声楽

Ⅱ」は, 1年後期と2年前期にそれぞれ設定されてお

り (表 1参照), この授業は 1名の専任教員と 6名 の

非常勤講師によって指導が行われている。

「初等教育法 (音楽)」 はノJヽ学校教諭免許取得希望

の学生が履修し,「器楽・声楽Ⅱ」と同じく2年前期

に開設されており,専任教員 1名 が指導している。

「保育内容の研究 (音楽表現 )」 は 2年の後期に設

定され,保育士・幼稚園教諭免許必修となっている。

指導は専任教員 1名 による。

「器楽・声楽Ⅲ」は 3年の前期, 1年間の「器楽・

声楽 I, Ⅱ」の授業から半年を経て幼稚園実習前に設

定されている (表 1参照)。 指導は「器楽 0声楽 I,

Ⅱ」と同じ1名 の専任教員と6名 の非常勤講師である。

「器楽・声楽Ⅲ (定員48名 )」 は選択科日であるため,

これを履修せず幼稚園実習に行く学生は多い。

3。 「器楽・ 声楽 I, Ⅱ」 の
ピアノ指導 の概要 と履修者 の状況

3-1授 業の運営の仕方

(1)ピ アノの授業と履修者の概要
ピアノの授業は「器楽・声楽 I, Ⅱ」に含まれ,グ

ループレッスンを行っている。授業回数は「器楽・声

楽 I」 が15回 ,「器楽・声楽Ⅱ」が15回 の30回 である。

2006年度生の授業履修者はH3名,2007年度生は129名

であった。履修者 (2007年 度生)の「器楽・声楽Ⅱ」

終了時の希望進路は図 1の とおりである。

(2)習熟度別クラス編成

まず初回の授業でクラス分け試験を行い,そ の成績

とピアノ等鍵盤楽器の経験度に関するアンケー ト (資

料 1)の結果を合わせて,初心者とそれに近い習熟度

の「すみれ」クラス,一定以上の習熟度の「つばめ」

クラスの 2レ ベルに大別している。さらに,「すみれ」

と「つばめ」を得点順に 6段階 (6人の指導者がそれ

ぞれ担当する)に分け,習熟度別に 3～ 4人のグルー

プを36構成し,経験の似た者同士で相互に高め合うこ

とをねらっている。 1コ マ90分を「 ピアノのグループ

レッスン」と「コー ド奏 (注 3)な ど」の授業の45分

ずつでローテーションすることにより,器楽 0声楽 I,

Ⅱの90分の授業が成立している (表 2)。

(3)グループレッスン

グループレッスンは, 1人が10分程度の個人レッス

ンを受けている間,残 りの 2～ 3人が聴講し,45分の

間に順次交替するという形態である。指導者が毎回学

生のレベルに合わせて宿題を出し, レッスンを行って

いる。
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図 1 2007年度生 卒業後の希望進路 (129名 ,複数回答有)
※乳児院 0児童養護施設,そ の他の子どもに関する施設 ,
また児童館・子育て支援センター・病院内保育所など

は,「施設等」にまとめ,「家事手伝い等」の中には,
ボランティア 0専門学校・結婚などを含めた。大学院
進学等には,海外留学なども含めた。

表 2 習熟度別クラス編成と授業間ローテーション

(4)授業の目的および目標と指導内容

我々指導者は,「音楽の楽 しさを伝えられる学生の

育成」を主な目的として取り組んでいる。ピアノでな

ければ音楽の楽しさが伝えられないということはない

が,保育・教育現場の音楽表現活動においては, ピア

ノによる保育・教育が大きなウェイ トを占めており,

またほとんどの採用試験においてピアノ演奏を課して

いるという現状がある。そのため,授業の第一の目標

は,保育・教育現場で役に立つ子どもの歌の弾き歌い・

リズム曲などの教材を弾きこなす実践力の養成,第二

の目標は,採用試験課題として出される頻度の高い曲

を弾けるようにすることとしている。採用試験の出題

傾向は多様で,バイエル80番以上,ブルグミュラー25

番練習曲 (以下ブルグミュラー), ソナチネアルバム

(以下ソナチネ)な どのピアノ曲,動きのためのリズ

ム曲,子 どもの歌の弾き歌い,初見の弾き歌いなどで

ある。

(5)ピ アノ授業の課題曲

本学科では保育・教育を志す学生に必要なピアノ技

術として,① ピアノ曲 (ピアノ技術の向上と採用試験

対策),② リズム曲 (幼児の遊びや動きのためのもの),

③弾き歌い曲 (音楽を享受し, ともに歌い楽しむため

表 3 ピアノ試験内容

年
ピアノ曲

リズム曲弾き歌い曲

2006

1年生

2年生

試験 1 バイエル教則本
ブルグミュラー25番

ソナチネアルバム 1

試験 2 テキスト

試験 3 テキスト

試験 4 バイエル教則本

(未修了者)

テキスト

小品

2007

1年生

2年生

クラス

分け

試験 1

バイエル教則本

60093096番

ブルグミュラー25番 自選

ソナチネアルバム 1自 選

試験 2 テキスト・

簡易楽譜

試験 3 バイエル教則本

ブルグミュラー25番

ソナチネアルバム 1

ソナタアルバム 1

試験 4 テキスト0

簡易楽譜

のもの)を 3つの大きな柱として考えている。またそ

の他,ひ とつのメロディーを様々なリズムに変奏でき

る応用力や,ア ンサンブルカ,就職試験で課されるこ

とが多い初見の力もつけさせたいと考えている。

ピアノ曲に関しては,採用試験課題の頻度を考慮に

入れ, ピアノ演奏の人間書としてバイエルを用いて基

礎的奏法を学ばせている。次に,ブルグミュラーヘ進

み表現力を養う。その後, ソナチネでしっかりとした

構成の音楽を学ぶ。ピアノ曲の学習と並行し,弾 き歌

いとリズム曲を学ぶが, これについての詳細は後述す

る。

(6)チ ェックシー トの配布

学習内容が多岐にわたり量も多いので,習熟度に合

わせた達成曲数の成果を学生自ら確認できるように,

2007年 からチェックシー トを配布 した (資料 2)。 ま

た月末をチェック日とし,学生が自主的に弾きためた

曲を点検している。

(7)試験と評価

2006年度生の試験 (表 3)は , 1年生ではピアノ曲

と弾き歌い曲を各 1回 , 2年生では弾き歌い曲とリズ

ム曲を各 1回,計 4回実施した。2007年度生の試験は,

1年生ではクラス分けのための課題曲とリズム曲を各

担 当 場所 内容 時間 レベル

専任教員
1名
ML教室

コー ド伴奏他

6グループー斉授業
45分
すみれ
つばめ

非常勤講師

6名
レッス ン室

ピアノ 3～ 4名の
グル早プレッスン

45分
つばめ

すみれ
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1回, 2年生ではピアノ曲と弾き歌い曲を各 1回,計

4回実施した。

評価は,2006年度生は課題曲の演奏,平常の授業態

度と出席状況,実技テストの平均で行ない,2007年度

生は, これに習熟度に合わせた達成度点を加えた。

3-2 学生の背景一入学時アンケー トから

「器楽・声楽 I, Ⅱ」では習熟度別に授業を行って

いるが,同 じグループでも学生の音楽的背景は多様で,

授業内容を工夫していくためにはまずその実態調査が

不可欠である。入学時に,「音楽学習経験に関するア

ンケー ト」と題する質問紙で,学生の情報を収集した。

本節では, これを用いて2006年度生,2007年度生の背

景および傾向を分析する。アンケー ト項目は, 1。 学

校での音楽経験について, 2.学校外での音楽経験に

ついて, 3。 演奏できる楽器と持っている楽器, 4.出

身高校の 4項目である。本稿ではこのうち, 1。 と 2。

について以下にまとめる。アンケー トは,資料 1に 示

した。

3-2-1 学校での音楽経験について

(1)高校での「音楽」の履修

高校での「音楽」の授業の履修者 (図 2)は ,高校

3年間での履修経験を総合した数値として,2006年度

生が全履修者の66%,2007年度は58%と いう結果であっ

た。各学年 4割前後の学生は, 中学校以来,学校で

「音楽」の授業を経験していないことになる。

(2)小学校 0中学校・高校での音楽クラブ

小学校・中学校・高校での音楽クラブ経験 (図 3)

は,2006年度が26%,2007年度が37%で ,学生の 3分

の 1前後が音楽クラブ経験者である。高校での音楽系

所属クラブ (図 4)では,吹奏楽部の所属者数が多く,

音楽クラブ所属者中,2006年 度は38%,2007年 度は

55%を 占め,吹奏楽の人気の高さがうかがえる。その

次が,音楽クラブ,合唱クラブと続 く。

高校における「音楽」の履修者は2006年生より2007

年生が減っている半面,音楽系クラブ経験者は増えて

おり,そ の半分以上が吹奏楽クラブ所属であるのがこ

の 2年間の特徴である。

3-2-2 学校外での音楽経験について

(1)経験楽器の種類と学習経験年数

鍵盤楽器の学習経験については, ピアノ経験者が圧

倒的に多く,そ の他吹奏楽で使用されるような楽器が

あったが,そ れらは極めて少なかった。ピアノ経験に

図 2 高校での「音楽」の履修
(2006年度H3名 ,2007年度 129名 )

図 3 小・ 中・高校での音楽クラブ経験の有無
(2006年度H3名 ,2007年度 129名 )

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

16%

12%.‐   10%

23%  :

儡
2%

吹奏楽 合 唱 音楽 器 楽 管弦楽 その他

■2006年 度生 38% 12% 12% 10% 23%

2007年 度生 55% 16% 13%

図4 音楽系所属クラブの種類 (高校)
(高校での音楽系クラブ所属者2006年度29名 ,2007
年度48名 )

ついては,2006年度生がlo2名 ,2007年度生は96名 で

あった。その他鍵盤楽器ではエ レク トーンがあるが ,

エ レク トーン経験は,2006年度生・ 2007年度生 ともに

8名 であった。

2007年

2006生再 2007年

未履修者 34%

■履修者

2007年

2006年 2007年

経験なし 74% 63%

■経験あり
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鍵盤楽器の学習経験年数については (図 5),両年

度とも4年～ 8年が最も多い。鍵盤楽器学習経験の全

くない学生は,2006年度生が 3名 (2%)で あるのに

対し,2007年度生は25名 (19%)と 2007年度は初心者

が多かった。

(2)使用した教則本

2006年度生の音楽経験教材としては,バイエル使用

者が82名 (以下はのべ人数)で,ブルグミュラー使用

者が52名 ,ソ ナチネ使用者は36名 , ソナタ (注 4)に

進んだ学生は13名 でバイエル使用者の約 6分の 1の人

数であった (図 6)。 2007年度生は,バイエル使用者

が91名 ,ブルグミュラー使用者が40名 , ソナチネ使用

者は30名 , ソナタヘの継続者は 8名 でバイエル使用者

のlo分の 1以下となっている (図 6)。 つまり,両年

度生ともに比較的初級レベルの学習者が多く,前述し

た学習経験年数と照らし合わせると進度が順調に進ん

できたとは言えない。

2006年,2007年 とも,80名前後 (各年の77%と 62%)

の学生が 4年以上の学習経験を持つにもかかわらずソ

ナチネまでは到達できず,バイエルやブルグミュラー

でピアノ学習を終えている (そ の他の教則本使用者の

人数は少なく,高度な教材に進んだとは考えにくい)。

4。 「器楽・ 声楽 I, Ⅱ」 における
ピアノ指導 の経過

4-1 授業の実情
ここでは,2006年度と2007年度の授業の実際と問題

点を述べる。

4-1-1 2006年 度
2006年度は総合子ども学科の初年度にあたるため,

学生の傾向や姿勢というものを,担当する指導者 7名

の勤務する国公立大学・私立大学・短期大学での経験

から推測せざるを得なかった。そのため, ピアノ曲に

ついては,特に関西以西では就職試験課題曲として顕

著である傾向から,バイエル,ブルグミュラー, ソナ

チネ, ソナタを設定した。また,一定以上のピアノ経

験者のレベルにも配慮して,テ キス ト (坂井他2007)

より, リズム曲については,走 る・歩 くなどの動きを

イメージとして捉え,豊かな表現を習得出来るような

ピアノソロ曲を採用し,弾き歌い曲は,作曲家オリジ

ナル (注 5)の 3段譜 (注 6)の曲を,開講に合わせ

て準備した。

これらを教材として授業を進めた結果,以下の5つ

の問題や反省点が浮かび上がった。

①ピアノ授業の課題曲の扱い

ピアノ曲とリズム曲および弾き歌い曲を,学生の進

度に合わせて適宜課題として提示した。しかし,課題

曲の取り組み方の説明が不十分だったようで,学生は

どのカテゴリーの曲をどれだけ取り組むべきかを十分

理解していなかった。また,初見力やリズム変奏など

の応用力を身につけさせるには, 1年 という期間は短

すぎた。

②初心者への配慮

テキストのレベルが学生にとっては高過ぎたために,

初心者が取り組める平易な曲が少なかった。テキスト

の弾き歌い曲は全て原曲の 3段譜のため, ピアノ経験

者でも歌いながら弾きこなすことは難しかった。従っ

て,初心者や習熟度の低い学生を育てることが難しく,

コー ド伴奏や簡易な伴奏による弾き歌いで試験を乗り

切る結果となった。

２５
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２５

名

25%

19%     ■■■L19%

41%39%

な し 3年 以内 4～ 8年 9年以上
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図 5 鍵盤楽器学習経験年数
(2006年度H3名 ,2007年度129名 )

図 6 使用教則本 (数値は各教則本を使用した人数)
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③声量の問題

保育・教育現場では,教室の広さに対応できる十分

な声量が必要である。しかし弾き歌いをする学生の歌

声は小さい場合が多い。これは,グループレッスンが

ゆえに,「狭い部屋で他学生に歌声を聞かれるのが恥

ずかしい」という心理も手伝っていたように思われる。

④ リズム曲の選曲

前述のように,テ キス トのリズム曲は音楽的表現を

求める選曲であったため,学生たちは曲を弾くことで

精一杯になり,動きに合ったリズムとテンポでいきい

きと弾くことができなかった。幼児が音楽を感じとっ

て動けるような, シンプルかつ実用的な曲を課題とす

べきであった。

⑤レベル別のクラス分け

3-1で 述べた通り,指導上,ま た学生にとっても

習得しやすいように, レベル別にクラス分けをして授

業を進めた結果, ピアノ経験の豊富なグループは積極

的に課題をこなし, グループレッスンの中でお互いの

レッスンを「聴講する」という態度がみられ,相乗効

果があった。しかし初心者やそれに近いピアノ経験の

少ないグループでは,他学生と歩調を合わせたり,安

′己ヽしてマイペースになってしまったりする傾向があっ

た。

以上を反省材料とし,2007年 度への対策として,学

生が各々の進度をチェックし, 日標意識を持って自主

的に練習 し,達成感を得られるよう,「チェックシー

ト (資料 2)」 を作成した。また,初心者でも取り組

みやすい 2段譜の平易な弾き歌い曲を多数加えた。 リ

ズム曲についても同様に平易で実用的なものを加えた。

これらについて次項で詳しく述べる。なお,発声やレ

ベル別のクラス分け, リズム変奏や初見についての問

題は,次年度の状況をうかがうことにした。

4-1-2 2007年 度
2006年度で明らかになった 5つの問題点の対策とし

て,2007年度は課題曲のチェックシー ト (資料 2)を

配布してスター トした。これにより,学生が自分の学

習状況を常時確認できるようになり,与えられた宿題

をこなすというこれまでの受け身の立場から,宿題以

外でも自ら選曲し,月 1回のチェック日を目指して弾

きためていくという積極的な姿勢が引き出された。

2007年度の実情はチェックシー トの項目順に述べる。

ピアノ曲の課題 (表 4)は ,授業回数を考慮して,
バイエルは45～ 104番までの抜粋30曲,ブルグミュラー

は抜粋 9曲 ,ソ ナチネは抜粋H曲 とした。目標習得曲

人間科学編 (2009年 3月 )

数 (表 5)を設定し, 1年生 (後期)では,バイエル

は 6曲 ,ブルグミュラー・ ソナチネは 3曲以上を弾く

こと, 2年生 (前期)では,バイエルを終了しブルグ

ミュラーを 1曲以上仕上げる,ブルグミュラー学習者

はソナチネ 1曲以上仕上げることとした。バイエルを

終了後は少しでも早 くブルグミュラーヘ,ブルグミュ

ラー終了後は少しでも早くソナチネヘ進むよう奨励し,

バイエルから始めても何とかソナチネ 1曲を弾けるよ

うになることを理想とした。採用試験の課題がバイエ

ル, ブルグミュラー, ソナチネの 3種のピアノ曲のど

れでもよければ問題はないが,指定される場合が多く,

ソナチネに到達することは不可欠である。

初回のクラス分けの授業 (表 3ク ラス分け試験 1)

では, 自習課題として提示したバイエル60093096番 ,

ブルグミュラーとソナチネから自選の 1曲を演奏させ

た。各曲を演奏した人数はバイエル60番が70名 (3名

は右片手弾き),93096番が19名 , ブルグミュラーが

26名 , ソナチネが13名 であった。全体に失敗を恐れ弾

きやすい曲を選曲した傾向があり,学生の約70%がバ

イエルを弾いた。前述したように, ピアノの経験年数

が比較的長いにもかかわらず習熟進度が遅いという結

果とあわせて考えると,演奏力への自信のなさがうか

がえる。

初心者には授業開始前の 1年生前期の間にバイエル

60番までを自習しておくことを課しており,初回の授

業は45番から始めることになっている。しかし実際に

は45番から始めるのは無理で,バイエルの最初から手

ほどきをしないとスター トラインに立てない学生がlo

名以上いた。音楽の知識があまりない状態で自学自習

する難 しさがうかがえる。また,音楽系クラブ経験

(図 5)で得ているはずの音楽的知識や経験が生かさ

れていないのが残念である。バイエル終了の目標を達

成できなかった学生は58名 おり,前年度の 2倍強,ブ

ルグミュラーで終わった学生は40名 でやはり2倍強で

あった。この学生達は,授業終了後に自力でソナチネ

1曲を弾けるまでの力をつけなければならない。希望

すれば 3年生の前期に「器楽・声楽Ⅲ」を選択するこ

とができるが,48名 の定員があり,採用試験までの間

にどのように演奏力を維持し高めていくことができる

のか憂慮される。

リズム曲については,テ キス トの32曲 中初心者向け

の曲が比較的少なかったため,「歩 く」「走る」「とぶ」

「ゆれる」の 4つ に弾きやすい簡易楽譜を10曲追加し

た (表 4)。 しかし,バ イエルで奏法を学びながら同

時進行でリズム曲のレパー トリーを増やすことは,技
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表 4 チェックシー トの曲種と曲数

バイエル抜粋
ブルグミュラー25番抜粋
ソナチネアルバム 1抜粋

30

9

11

リズム曲

簡易楽譜

32

10

弾き歌い曲

簡易楽譜

25

17

計 50曲 計 42曲 計 42曲

表 5 2007年度生 ピアノ曲・ リズム曲 0弾 き歌い曲の目標習得数

ピアノ曲 リズム曲 弾き歌い曲

1年生

バイエル教則本
ブルグミュラー25番

ソナチネアルバム 1

6曲以上
3曲以上
3曲以上

歩く・走る。とぶ・

ゆれるから各 2曲以上
8曲以上 あいさつ 2曲以上

季節   各 1曲以上
その他  2曲 以上

8曲以上

2年生

バイエル教則本
ブルグミュラー25番

ソナチネアルバム 1

終了

終了

1曲以上

歩 く。走る・ とぶ・

ゆれるから各 2曲以上
8曲以上

すみれ
あいさつ 全曲
季節 各 1曲以上
その他 2曲以上

8曲以上

つばめ 全曲 全曲

術的にも時間的にも非常に無理がある。バイエルやブ

ルグミュラーが未終了の段階では,簡易楽譜でさえ弾

きこなすのは難 しい。最低達成曲数 (表 5)16曲 に対

し,現実の学習曲数は 2～ 9曲であった。

弾き歌い曲 (表 4)は , リズム曲同様,テキス ト掲

載の25曲 には初心者が弾ける曲が少なかったため,

「あいさつと生活の歌」を新たに設け,「季節と行事

(春・夏・秋・冬)」「その他」の 6つのジャンルに,

弾きやすい 2段譜の簡易楽譜を17曲追加した。バイエ

ルをやっと弾けるような技量で,「歌いながら弾 く」

という同時動作はやはり難しい。十分弾けるようになっ

て初めて声を合わせることができるので,弾き歌い曲

を仕上げるにはかなり時間がかかる。 16曲の最低達成

曲数に対し,現実の学習曲数は 1～ 9曲で, リズム曲

よりも達成率がやや低かった。

ピアノ曲は基本的な演奏技術を高めていくための教

材として設定しており, リズム曲や弾き歌い曲は子ど

もたちを音楽的に援助するための教材である。保育者

に必要なテンポ感, リズム感,表現力,ア ンサンブル

カなど,多面的な音楽的能力を磨 くには,ま ず音楽的

な質と同時に弾きやすさを兼ね備えた,保育・教育現

場で活用しやすい教材を採用することが第一の課題で

ある。チェックシー トの試行で浮上した第二の問題は,

弾きやすい教材から弾き進めていくために,習熟度が

高いほど学習達成曲数が多くなり,評価が高くなるこ

とである。この 2つの問題点を受け,次年度のために,

習熟度別のチェックシー トの検討と教材の再考を行う

こととした。

4-2 授業終了時の意識調査

学生が授業に何を求め,今後の音楽学習にどのよう

な不安や不明点を持っているかを探っていくことは,

今後の授業改善のためにも重視すべきことである。そ

こで,2007年度「器楽・声楽Ⅱ」終了時に授業の感想

を記述させた (表 6)。

表6 2007年度生の授業終了時の感想 (複数記述有)

現場で役立つことを学べた 34名

ピアノや弾き歌いの自信がついた 25名

授業が楽しかった 20名

弾き歌いをもっと勉強したかった 20名

子どもと一緒にちゃんと歌えるか不安 18名

コー ドの勉強ができた 12名

発声法を学びたかった 10名

ピアノや弾き歌いがうまくなりたし 9名

ピアノが好きになった 8名

歌をたくさん知りたかった 8名

自分なりに頑張った 7名

弾き歌いが楽しかった 6名

ピアノの授業を増やしてほしし 4名

ピアノ曲をもっと弾きたかった 3名

採用試験のことを知りたし 3名

感想の記述を整理すると,「現場に役立つことを学

べた」が34名 と多 く,「 ピアノや弾き歌いの自信がつ

いた」が25名 と全体の約 5分の 1を 占めている。また,

「授業が楽しかった」が20名 ,「弾き歌いをもっと弾き

たかった」が20名 ,「 コー ドの勉強ができた」が12名

という感想が多かった。また, 8名が「ピアノが好き

になった」と記述している。このように前向きな回答

が多かったことは,我々指導者にとって大きな喜びで

あった。実際にピアノ曲の進度等が予定外に進まなかっ

たことは反省点であるが,学生は楽しみながら学習し,
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自信がついたと感想をあげていることは,我々の思い

を伝えられたと言ってよいのではないか。指導の目的

である「音楽を楽しむ」ことができる学生にたった 1

年間で育てることができたということは重要なことで

あったと考える。

しかし前向きな回答が多かった反面,「子どもと一

緒にちゃんと歌えるか不安」が18名 と全体の約 7分の

1を 占めており,我 々指導者は,学生の不安をしっか

りと受け止めて指導して行かなければならない。他に,

「頑張ってピアノや弾き歌いがうまくなりたい」が 9

名,「 ピアノの授業を増やしてほしい」が 4名 ,「採用

試験のことを知りたい」が 3名 おり,継続して勉強し

たいという意欲的な学生がいることがわかった。

5。 考察 とまとめ

本学科立ち上げの 1年間は学生の実態がつかめず,

初心者や習熟度の不十分な学生を一から手ほどきじ目

標のレベルまで導 くことは,指導者にとって大変苦労

をともなうものであった。本学科におけるピアノの授

業は,基本的に「音楽の楽しさを伝えられる学生」の

育成を大前提としているが,同時に全ての学生をわず

か 1年の授業で実習や就職で要求される水準にまで育

てなければならないという厳しい課題を抱えている。

今回の調査の結果,2006年 度と2007年度の学生の実

態が明らかになった。ピアノの経験者は,両年度とも

100名前後おり,学生総数の多くを占めていた。 しか

し,習熟度や音楽の基礎知識と音楽への意識について

は,全体に高くはないことを認めざるを得ない。幼児

期の習い事としてのピアノの一般化や,学ぶ姿勢の安

易さが,現在の学生の状況を生み出していると考えら

れる。家庭教育や学校教育を取り巻く社会状況の変化

や風潮が大きく作用していると言えるのではないだろ

うか。このような時代の学生にとって,毎 日の地味な

積み重ねを必要とするピアノ技術の習得は,不得手で

ある。また就職に対する機運が高まっていないことは

進路に関するアンケー ト (図 1)か らもおよそ推測で

きる。 1年間の授業は30回 であるが, 1人 当たり約 10

分のレッスン時間を合計すると,わずか 5時間である。

例えば,市井のピアノ教室における週 1回 30分の一般

的な個人レッスンに換算すると, 2ヶ 月半にしかなら

ない。この現況の下,指導者は,授業の中でできる指

導の工夫と調整を可能な限り行ってきた。 しかし,

2007年度は,バイエルの未終了者が58名 と,前年度よ

り倍以上に増え,ブルグミュラー未終了者40名 を含め

ると98名 ,72%の 学生が就職試験水準に達することが

できなかった。また実習前に,習熟度の高い学生 (ソ

ナチネ以上に達 した38名 )であっても,弾 き歌い曲や

リズム曲などを必要水準で弾きこなすような応用力が

身につかなかった。学生自身,努力しても本学科のペー

スにはついていけずに苦戦 しており,授業終了時の意

識調査 (表 6)で は, 自らの力不足を自覚し,実習や

就職に不安を抱き,継続して勉強したい気持ちを訴え

る学生が多いことがわかった。

ピアノの授業は,学生が予習していなければ成り立

たない特殊なものであり,特に時間に制約のある本学

科では,学生の自習力をいかに付けるかが一番のポイ

ントであると考えられる。普段の授業で自習力をつけ

るために,楽譜の知識・読譜法・練習法・演奏法など

を含めて指導しなければならないが, 5時間という授

業の中でこなすことは不可能である。この問題を解決

すべく可能性を探った結果,学生達の自習の手助けと

なるような方法を見出した。それは,バイエルの自習

書である。授業が始まるまでの半年の間に, 自力で練

習できるよう援助するため,59番 までの厳選した16曲

についてどこから始めてもわかりやすいように解説し

たテキストを作成し, 1年生の初心者および希望者に

配布した。これにより2008年度は,あ る程度の基礎知

識と読譜力をつけて授業に臨んでくれることを期待す

るものである。さらにもう一点, コー ド伴奏と簡易伴

奏による曲集を新たに制作 した (坂井他2008)。 2006

年度は作曲家のオリジナル楽譜にこだわったため使用

テキストが本学科の学生にとって難しかったことから,

2007年度では容易に弾くことができる曲を追加した経

緯がある。新しい曲集は,2007年度の追加曲を土台と

して作成しており,運指が容易であることに加え,単

に弾きやすいだけでなく音楽的で楽しめるよう選曲し,

アレンジを工夫した。これにより2008年度以降は,音

楽を楽しみながら練習ができる要素が増えることと考

えている。

このほかに「 2。 カリキュラム」で述べた, ピアノ

授業以外の音楽関係の授業との連携も今後の課題であ

る。 1年時選択科目の「音楽の基礎」を初心者にはで

きる限り履修させることや,「器楽・声楽 I, Ⅱ」と

「器楽・ 声楽Ⅲ」の間に位置する「保育内容の研究

(音楽表現)」 を「器楽 0声楽 I, Ⅱ」の授業と関連付

けることなどによって,「器楽・声楽」の時間的な短

さを補い,学習意欲を持続させる可能性があり,現在
これを試みている。

残る問題として,近年,保育 0教育現場や採用試験
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で要求されるようになってきたリズム変奏および初見

の弾き歌い,そ れに加えて歌唱力の養成がある。 1年

という短い期間の問題や学生の実情なども合わせると,

これらの応用的な内容を授業に含めていくことには困

難が予想される。 しかし,本研究で明らかになった

「楽しく学習することによって生まれる積極性」を重

視し,授業外の時間に取り組む課題を整理するなど,

授業改善を考えていきたい。

今後も保育所や幼稚園での音楽の傾向や,実習にお

いて音楽面でどの程度の対応ができたのかを調査し,

次年度以降の指導に役立てることが急がれる。採用試

験では音楽のウェイ トが大きいことが懸念され, ピア

ノの実技が合格のネックになる情報もある中,われわ

れ指導者も危機感を持って対処していかなければなら

ない。

「器楽・声楽 I, Ⅱ」のうち, ピアノの授業は,大

西ゆみ,衣川久美子,古庵晶子,幸野紀子,篠原員紀

子,山崎和子の 6名 が担当している。今回は,主 とし

て初心者を多く担当した衣川,古庵,篠原,山崎で研

究を行った。大西,幸野両氏は,情報やデータを提供

した。

本研究は坂井以下 5人の共同研究であるが,執筆は

分担で行った。各項の文責は, 1・ 3… 1・ 3… 2… 10

4-1… 2は 山崎, 2は 坂井, 3-2… 2(1)は 篠原 ,
3-2-2 (2) 0 4-2は Zkノ H,  1 0 4-1-1 1ま 型野癖暮¬T

ある。 5は共同で執筆した。図 106,表 6は衣川 ,
表 1～ 50図 2～ 40資料 102は 山崎,図 5は篠原
が担当した。

圧

1)弾 き歌いは, ピアノ伴奏を弾きながら,歌 うことで

ある。保育・教育現場で,模範演奏や歌唱指導に用い

る。

2)リ ズム曲は,指導に必要なマーチ 0ス キップ等のリ
ズムを用いた曲である。

3)コ ー ド奏は, 1段譜の歌のメロディーに付けられた

COFOGな どのコー ドネームを読み取 りながらコー ド
(和音)を基にした伴奏を自由につけて弾 く方法である。

なお, コー ド奏に関しては,本研究では取り上げない。
4)一般的には, ソナタまで達すると好きな曲を楽 しむ
ことができるレベルである。 4～ 5歳前後からlo代後

半まで習い続けていれば,順調な場合, ソナタまで進
むことができるが, さまざまな理由で中断 し,進度が
遅 くなることが多い。

5)こ こで言うオリジナルとは,原曲を指す。
6)こ こで言う3段譜とは, 上から順に 1段 目が歌唱パー

卜で, 2, 3段 日は両手による伴奏から成る楽譜であ

る。 これに対 して 2段譜は, 1段 目が右手で歌唱パー

トを弾き, 2段 目が左手で伴奏を弾 く楽譜である。従っ

て 2段譜の方が平易である。
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資料 1 音楽学習経験等に関するアンケート

1 学校での音楽経験について

(1)高校での音楽の授業

。選択 した   はい  いいえ

・選択 したのは何年グ)時ですか ? 1年  2年

(2)小 学校 。中学校 。高校での音楽 クラブ

。人っていたのはどんなクラブでしたか?

小学校 (   )「11学校 (   )高 校 (

外 での

(1)経験 した人はその種類 と学習期間は ?

・種類

・種類

・種類

(2)使 用 した練習曲あるいは学習曲

(  )バ イエル

(  )ブ ルグ ミュラー25番

(  )ソ ナチネアルバム

(  )ソ ナタアルバム

期間

期間

期間

(  )そ グ)他 _____一

―

っている楽

(1)持 っている楽器 :

(2)演 奏できる楽器

自宅に

寮・ 下宿に

4 出身高校

人間科学編 (2009年 3月 )

資料 2 器楽 。声楽チェックシート




